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2012年 山口県山口市阿東地福地域において
「地域の絆でつくる笑顔あふれる安心の故郷づくり」をキャッチフレーズにした
地域の将来構想「地福ほほえみの郷構想」を提案
地域拠点ほほえみの郷トイトイを核にした、住民主体の課題解決のしくみづくりをスタート
地域ニーズをもとにした課題解決のための事業構築に取り組みソーシャルビジネスとして確立す
ることで持続可能な地域運営を目指している。
２０２２年度より、地域の持続可能性を高めるための新たな取り組みとして、地域のリ・デザインプ
ロジェクトをスタート、新たなチャレンジを始めている。



山口市阿東地域とは？

山口市の北東部に位置する阿東地福地域
は平均標高300ｍ前後の地域で夏場は涼しく、
冬場は積雪のある山間部に位置している。

阿東地域の人口は約４８００名、世帯数は
約２４００世帯であり高齢化率は約５９%で
少子高齢化や人口減少が進んでいる。

3



生活機能の確保
コミュニティの形成

健康に年を重ねる介護予防

食の確保
活躍の場の提供 子どもたちの体験

地域モビリティの構築

野菜の集荷

住み慣れた地域で暮らし続けることのできるコミュニティづくり

地域の持続可能性を高める



阿東地域におけるデジタル技術の活用

・地域住民の生活に寄り添う

・人口減少によるコミュニティの低下を補完する

・デジタルの活用ありきではなく人の暮らしを中
心に考える



民間事業者との連携

阿東スマートビレッジ分科会

・地域住民の笑顔と安心
・人の暮らしに寄り添う

デジタルの活用

NPO

ほほえみの
郷トイトイ

地元IT事業者
(有)ファースト
クラス

地域外企業
(株)アイシン

山口大学



地元IT事業者との連携で開発・実証

トイトイスイッチ



株式会社アイシンとの連携でスマートディスプレイを活用した情報伝達の実
証



〇地域のコミュニティを維持し高齢者を孤立化させないための実証

LPWA活用による地域情報（音声等）の伝達についての実証

NPOほほえみの郷トイトイ・(有)ファーストクラス・㈱アイシン
協働での取り組み

〇地域課題（草刈り）を解消するための実証



地域での暮らしの中で、課題やニーズを的確にとらえること
また地域での暮らしに人々が何を望んでいるかを把握することが
地域でのデジタル活用の第１歩だと考えます。
特に高齢者にはストレスなくデジタルの恩恵を受けてもらいながら
地域での暮らしの中に笑顔と安心が増え、地域での暮らしに希望と幸
せを感じてもらいたいと考えています。
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